
昨
年
一
九
八
六
年
は
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
四
世
（
一
六
三
八
’
一
七

一
五
）
が
痔
瘻
の
手
術
を
う
け
て
丁
度
三
○
○
年
に
当
る
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
手
術
を
き
っ
か
け
に
外
科
と
外
科
医
が
見
直
さ
れ
、
そ
の

地
位
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
、
外
科
史
上
に
大
変
意
義
の
あ
る
出

来
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
ル
イ
十
四
世
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
み
る
時
、
そ
の
出
生
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
あ
る
パ
リ
の
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
修
道
院

を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
が
歴
史
の

脚
光
を
あ
び
る
の
は
先
代
の
ル
イ
十
三
世
の
王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト

リ
ッ
シ
ュ
（
一
六
○
一
’
一
六
六
六
）
が
祈
祷
所
と
し
て
こ
こ
を
愛
用

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
世
継
ぎ
に
恵
ま
れ
な
い
王
妃
が
こ
こ
で
祈
願

し
て
や
っ
と
高
齢
初
産
（
三
七
歳
）
で
産
み
お
と
し
た
の
が
ル
イ
十
四

世
で
あ
っ
た
。
ル
イ
十
三
世
（
一
六
○
一
’
一
六
四
三
）
が
早
く
一
世
を

去
っ
た
た
め
五
歳
で
国
王
に
な
っ
た
ル
イ
十
四
世
が
母
の
指
示
で
、

パ
リ
の
ヴ
ァ
レ
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
医
人
達

ノ

大
村
敏

郎

出
生
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
礎
石
を
置
い
て
作
っ
た
の
が
美
し
い
ド
ー

ム
の
あ
る
教
会
で
あ
る
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
に

模
し
て
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

長
生
き
し
た
ル
イ
十
四
世
が
ア
ン
チ
モ
ン
論
争
・
一
般
病
院
制
度

・
痔
瘻
の
手
術
・
解
熱
剤
カ
ン
キ
ナ
・
男
性
産
科
医
の
採
用
な
ど
数

数
の
医
学
史
上
の
話
題
を
残
し
て
世
を
去
っ
た
の
は
一
七
一
五
年
で

あ
っ
た
。

そ
の
世
紀
の
終
り
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
こ
り
、
医
学
も
医
療

も
す
っ
か
り
改
革
さ
れ
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
一
七
六
九
’
一
八
二
こ
の
時

代
に
受
継
が
れ
て
い
く
。
そ
の
新
し
い
変
貌
の
一
つ
が
一
七
九
五
年

か
ら
軍
事
病
院
と
し
て
出
発
し
た
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
で
あ
る
。

こ
こ
で
活
躍
し
記
念
碑
を
残
し
た
医
人
達
を
取
り
上
げ
て
象
た
い
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
殆
ど
の
戦
役
に
従
軍
し
た
軍
医
に
ド
ミ
’
一
ク
・
ジ

ャ
ン
・
ラ
レ
ー
（
一
七
六
六
’
一
八
四
二
）
が
い
る
。
後
に
男
爵
の
称

号
を
与
え
ら
れ
た
。
軍
陣
外
科
の
偉
大
な
功
労
者
と
し
て
、
十
六
世

紀
の
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
．
．
〈
し
（
一
五
一
○
’
一
五
九
○
）
と
並
ん
で
、

ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
博
物
館
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
。
彼
の
最

大
の
業
績
は
救
急
車
の
開
発
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
麻
酔
も
滅
菌
も
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
積
極
的
な
手
術
を
行
う
の
は
か
な
り
勇
気
の
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要
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
《
平
和
な
町
の
中
と
ち
が
い
戦
場
に
お
け
る
外

傷
と
い
う
特
殊
な
環
境
が
外
科
に
一
層
の
出
番
を
与
え
、
そ
れ
を
有

効
に
利
用
し
た
の
が
ラ
レ
ー
だ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
没
落
後
も
軍

医
の
教
育
指
導
に
あ
た
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
教
会
の
前

に
立
派
な
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
立
っ
て
い
る
。

す
ぐ
れ
た
医
師
が
続
出
し
て
、
パ
リ
に
臨
床
医
学
の
華
が
咲
く
の

は
十
九
世
紀
の
前
半
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
独
特
の
活
動
と
激

し
い
性
格
で
大
い
に
議
論
を
わ
か
せ
た
人
物
に
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ジ
ョ

ゼ
フ
・
ビ
ク
ト
ー
ル
・
プ
ル
ー
セ
（
一
七
七
二
’
一
八
三
八
）
が
い

る
。
す
べ
て
の
病
気
は
炎
症
に
基
き
、
禁
食
を
含
む
食
養
生
と
脱
血

が
最
も
す
ぐ
れ
た
治
療
だ
と
信
じ
、
ヒ
ル
に
よ
る
吸
血
を
多
用
し
た

こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
癌
さ
え
も
こ
の
同
じ
方
法
で
対
処
出
来
る
と

い
う
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
自
身
が
直
腸
癌
で
死
亡
し
、
彼
の
学
説
も

｛
叩

死
滅
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ー
セ
は
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
構

内
に
墓
地
を
得
て
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。

ま
た
薬
学
畑
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
・
ヘ
ル
テ
ィ
エ
（
一
七
八
八
’
一
八
四
二
）

と
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ビ
ア
ン
エ
メ
・
カ
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
（
一
七
九
五
’
一
八
七

七
）
が
ル
イ
十
四
世
の
時
代
に
ニ
コ
ラ
・
ド
・
ブ
レ
ニ
ー
（
一
六
四

二
’
一
七
二
二
）
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
カ
ン
キ
ナ
か
ら
キ
’
－
－
ネ

を
抽
出
し
て
い
る
が
、
彼
等
の
仕
事
は
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
で
行

わ
れ
た
。
こ
の
二
人
の
記
念
碑
は
す
ぐ
近
く
の
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
大

通
り
の
町
角
に
あ
る
。

も
う
一
人
、
ジ
ヤ
ン
・
ア
ン
ト
ア
ヌ
・
ヴ
ィ
ュ
マ
ン
（
一
八
二
七

’
一
八
九
二
）
は
結
核
が
感
染
症
で
あ
る
こ
と
を
一
八
六
五
年
に
証

明
し
て
い
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
菌
発
見
よ
り
も
十
七
年
前
で

あ
る
。十

九
世
紀
前
半
に
新
し
い
医
学
が
生
れ
育
つ
培
地
と
な
っ
た
の
は

病
院
を
中
心
に
し
た
臨
床
の
場
で
あ
っ
た
。
特
に
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ

ラ
ス
の
よ
う
な
軍
事
病
院
は
資
金
や
人
材
に
恵
ま
れ
、
研
究
に
も
活

力
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
医
学
部
を
卒
業
し
て
医
師
に

な
る
よ
り
軍
医
に
な
る
方
が
費
用
が
少
く
、
し
か
も
容
易
で
あ
っ
た

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

わ
が
国
の
幕
末
か
ら
明
治
の
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
か
ら

医
学
の
教
師
と
し
て
来
日
し
た
人
食
に
軍
医
が
多
い
こ
と
も
興
味
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
時
代
と
共
に
、
軍
医
や
軍
事
病
院
か
ら
他
の
医
学
部
や
市

中
病
院
・
研
究
所
へ
研
究
の
最
先
端
が
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
構
内
に
立
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
像
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は
、
た
だ
過
去
の
栄
光
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
寂
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

な
お
、
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
レ
ー
を
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
福
沢
諭
吉

訳
の
「
洋
兵
明
鑑
」
（
一
八
六
九
）
が
最
初
の
よ
う
で
、
「
録
ハ
ロ
ン
や

レ
ル
レ
、
兵
卒
の
病
に
罹
れ
る
を
憂
い
て
次
の
議
論
を
述
ぶ
・
」
と

し
て
陣
営
編
の
中
に
あ
る
衛
生
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
慶
応
義
塾
大
学
・
医
史
学
研
究
室
）

昨
年
の
本
学
会
後
い
く
つ
か
の
問
題
が
解
明
さ
れ
、
ま
た
現
地
調

査
の
際
遺
族
と
の
連
絡
に
成
功
し
た
の
で
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
。

父
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ロ
デ
ィ
ー
・
ダ
ン
は
、
一
八
四
四
年
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
出
生
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
郊
外
で
農
業
に
従
事

し
て
い
た
。
母
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ツ
キ
ー
（
昨
年
抄
録
の
マ
ッ
ヶ
イ

は
誤
り
）
は
一
八
四
九
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
出

生
。
二
人
は
一
八
八
二
年
六
月
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
結
婚
し
、
一
八
八

三
年
ご
ろ
に
合
衆
国
へ
移
住
し
た
。
最
初
カ
リ
フ
ォ
ル
’
一
ァ
州
ベ
ン

チ
ュ
ー
ラ
郡
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
住
ん
だ
が
、
ま
も
な
く
隣
接
す
る
カ

ミ
ュ
ロ
ス
ヘ
移
転
、
ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
は
こ
の
カ
ミ
ュ
ロ
ス
で

生
ま
れ
た
。
カ
ミ
ュ
ロ
ス
は
現
在
の
パ
イ
ル
ー
市
郊
外
に
あ
る
が
、

ベ
ン
チ
ュ
ー
ラ
地
域
の
早
期
の
開
拓
地
の
一
つ
で
あ
る
。

現
地
調
査
の
際
、
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
の
出
生
記
録
が
ベ
ン
チ

ュ
ー
ラ
郡
記
録
官
事
務
所
に
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
が
、
こ
の
こ

医
師
ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
の
経
歴
第
二
報

泉
彪
之
助
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